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は
じ
め
に

本
稿
は
本
誌
前
号
（
35
号
・
平
成
22
年
３
月
）
掲
載
の
「
尾
崎
士
郎
の
落
第

―

中
学
時
代
の
人
間
形
成
」
の
続
篇
で
あ
る
。

一
、
早
稲
田
大
学
高
等
予
科

尾
崎
士
郎
は
大
正
五
年
三
月
、
愛
知
県
立
第
二
中
学
校
（
現
、
岡
崎
高
校
）

を
卒
業
し
た
。
た
だ
し
入
学
（
明
治
43
年
4
月
）
年
次
の
一
年
生
を
落
第
し
て

い
る
の
で
、
旧
制
中
学
五
年
制
の
と
こ
ろ
を
六
年
か
か
っ
て
卒
業
し
て
い
る
。

卒
業
成
績
は
及
第
七
四
名
中
二
六
番
で
、
落
第
が
三
名
あ
っ
た
。
同
校
は
毎
年
、

一
五
〇
名
く
ら
い
入
学
し
て
い
る
が
、
転
校
、
落
第
、
退
学
な
ど
の
理
由
で
入

学
者
の
半
分
く
ら
い
し
か
卒
業
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

ち
な
み
に
、
『
愛
知
二
中
・
岡
崎
中
学
・
岡
崎
高
校
九
十
年
史
』（
昭
和
62
年

早
稲
田
の
青
春

「
人
生
劇
場
」
の
舞
台

都
　
　

築
　
　

久
　
　

義

5
月
）
に
よ
れ
ば
、
尾
崎
士
郎
が
卒
業
し
た
大
正
四
年
度
は
、
一
年
生
の
及
第

が
一
二
九
名
、
落
第
一
一
名
、
二
年
生
が
及
第
一
二
九
名
、
落
第
一
一
名
、
三

年
生
が
及
第
一
〇
〇
名
、
落
第
一
〇
名
、
四
年
生
が
及
第
八
六
名
、
落
第
八
名
、

五
年
生
は
前
述
の
通
り
で
、
全
校
で
は
及
第
が
五
一
八
名
、
落
第
が
四
三
名
と

な
っ
て
い
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
尾
崎
士
郎
が
入
学
し
た
年
の
一
年
次
の
及
第

は
一
一
一
名
、
落
第
は
一
三
名
で
あ
る
か
ら
、
尾
崎
は
一
三
名
の
中
に
入
っ
て

い
た
わ
け
で
あ
る
。

当
時
の
愛
知
二
中
は
全
校
生
徒
の
成
績
表
を
小
冊
子
に
し
て
生
徒
に
配
布
し

た
ら
し
く
、
父
親
が
愛
知
二
中
の
卒
業
生
と
い
う
人
か
ら
「
愛
知
県
立
第
二
中

学
校
大
正
四
年
度
成
績
表
」
を
み
せ
て
も
ら
い
、
コ
ピ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
あ
り
、『
東
海
文
学
紀
行
』（
昭
和
54
年
10
月
　

中
部
日
本
教
育
文
化
会
）

に
資
料
と
し
て
載
せ
た
。
成
績
表
を
見
る
と
さ
す
が
に
「
国
語
及
び
漢
文
」
の

成
績
は
抜
群
、
特
に
作
文
と
漢
文
は
一
〇
〇
点
に
近
い
。
意
外
だ
っ
た
の
は
英

語
の
成
績
が
良
い
こ
と
で
、「
講
読
」
が
九
〇
点
、「
会
話
」
も
八
〇
点
を
越
え
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て
い
る
。

大
塚
有
章
が
『
未
完
の
旅
路
』
第
一
巻
（
昭
和
35
年
6
月
　

三
一
書
房
）
の

「
早
稲
田
大
学
の
予
科
時
代
」
で
、
高
等
予
科
政
治
科
Y
組
の
授
業
風
景
を
点

描
し
て
い
る
が
、
英
語
に
自
信
の
あ
る
者
が
教
壇
の
前
で
訳
読
す
る
授
業
だ
っ

た
、
と
述
べ
て
い
る
。

早
稲
田
の
制
服
を
い
つ
も
着
て
い
て
、
い
が
ぐ
り
頭
で
〈
盛
ん
に
教
壇
の
前

に
立
つ
学
生
〉
尾
崎
士
郎
の
こ
と
も
こ
こ
で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
彼
が
教
室

や
ク
ラ
ス
の
懇
親
会
で
雄
弁
家
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
で
き
る

が
、
英
語
の
授
業
で
も
存
在
を
発
揮
し
て
い
た
の
は
、
中
学
時
代
の
英
語
の
成

績
も
良
く
、
得
意
科
目
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

尾
崎
士
郎
が
愛
知
二
中
を
卒
業
す
る
と
そ
の
ま
ま
早
稲
田
大
學
に
進
学
し
た

の
は
、
中
学
四
年
の
時
に
『
世
界
之
日
本
』
の
懸
賞
「
選
挙
権
は
如
何
に
拡
張

す
べ
き
乎
」
に
応
募
し
、「
ま
づ
教
へ
よ
」
が
三
位
に
入
賞
（
大
正
四
年
六
月
）

し
た
こ
と
が
機
縁
で
あ
っ
た
。
懸
賞
論
文
の
選
者
が
早
稲
田
大
学
の
永
井
柳
太

郎
教
授
で
、
永
井
教
授
と
文
通
を
始
め
た
こ
と
が
動
機
だ
っ
た
と
あ
ち
こ
ち
で

回
想
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
永
井
柳
太
郎
教
授
と
の
文
通
が
な
く
と
も
、
彼

は
中
学
時
代
か
ら
文
学
よ
り
も
政
治
に
関
心
を
持
ち
、
文
学
青
年
で
は
な
く
政

治
青
年
だ
っ
た
か
ら
、
政
治
専
門
学
校
の
異
名
と
伝
統
を
誇
る
早
稲
田
大
学
の

政
治
経
済
学
科
に
進
学
し
た
で
あ
ろ
う
。

尾
崎
が
早
稲
田
大
学
に
入
学
し
た
頃
は
、
私
立
大
学
は
「
大
学
」
を
名
乗
っ

て
は
い
た
が
、
公
式
に
は
大
学
で
は
な
く
「
専
門
学
校
令
」
に
も
と
づ
く
専
門

学
校
扱
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
私
立
大
学
は
大
学
予
備
門
的
制
度
と
し
て
高

等
予
科
を
設
置
し
て
い
た
。
し
か
し
、
高
等
予
科
は
文
部
省
が
定
め
た
正
規
の

制
度
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
開
設
時
期
や
修
業
年
限
な
ど
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た

よ
う
だ
。

『
早
稲
田
大
学
八
十
年
誌
』
（
昭
和
37
年
10
月
）
も
、
高
等
予
科
に
つ
い
て
は

〈
い
ず
れ
に
し
て
も
便
宜
的
に
、ま
た
内
部
的
に
設
け
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
、

正
式
に
は
許
可
が
あ
っ
た
卅
四
年
四
月
が
妥
当
な
開
設
時
期
〉
で
あ
ろ
う
と
記

し
て
い
る
。
修
業
年
限
も
半
ケ
年
で
あ
っ
た
り
、
一
年
で
あ
っ
た
時
も
あ
っ
た

り
し
た
が
、
尾
崎
士
郎
が
高
等
予
科
政
治
科
に
入
学
し
た
頃
は
一
年
半
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
は
、
か
つ
て
早
稲
田
大
学
の
教
務
部
に
尾
崎
士
郎
の
入
学
と
卒
業

年
月
に
つ
い
て
問
合
せ
た
時
（
昭
和
53
年
5
月
）
、
入
学
は
大
正
五
年
三
月
、

卒
業
は
大
正
六
年
七
月
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
拙
著
『
若
き
日
の
尾

崎
士
郎
』（
昭
和
55
年
1
月
　

笠
間
書
院
）
で
書
い
た
通
り
だ
。

つ
い
で
な
が
ら
、〈
尚
、
念
の
為
（
略
）
そ
の
他
の
人
の
入
学
年
月
日
は
三

月
二
十
日
か
ら
六
月
始
め
で
あ
り
、
当
時
は
個
人
個
人
に
よ
っ
て
異
っ
た
も
の

と
思
い
ま
す
〉
と
も
書
き
添
え
て
あ
っ
た
。
前
述
の
大
塚
有
章
の
「
早
稲
田
大

学
の
予
科
時
代
」
に
は
〈
私
の
入
学
し
た
政
治
経
済
学
部
予
科
は
Ａ
組
と
Ｙ
組

に
分
か
れ
て
い
て
合
計
し
て
三
百
人
近
く
も
い
た
で
あ
ろ
う
〉
と
、
当
時
の
学

生
数
に
も
ふ
れ
て
い
る
。
尾
崎
士
郎
は
早
稲
田
大
学
に
入
学
す
る
と
寄
宿
舎
に

入
っ
た
。『
わ
が
青
春
の
町
』
（
昭
和
38
年
4
月
　

河
出
書
房
新
社
）
の
冒
頭
に

「
弦
巻
町
界
隈
」
の
章
を
置
き
、
こ
の
町
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
尾
崎
士
郎

に
と
っ
て
『
わ
が
青
春
の
町
』
の
最
初
の
一
頁
が
早
稲
田
の
寄
宿
舎
の
あ
っ
た
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早
稲
田
の
青
春
　

（
都
築
久
義
）

三

「
弦
巻
町
界
隈
」
だ
っ
た
と
い
う
の
が
象
徴
的
だ
。

早
稲
田
に
在
学
の
五
年
間
を
通
じ
て
、
私
は
下
宿
を
転
々
と
移
っ
た
。
最

初
、高
等
予
科
に
入
っ
た
と
き
に
は
寄
宿
舎
に
い
た
が
、こ
の
寄
宿
舎
は
、

弦
巻
町
の
通
り
を
、
学
校
の
方
に
向
か
っ
て
左
に
曲
が
っ
た
小
路
の
中
に

あ
っ
た
。
（
略
）
弦
巻
町
が
、
今
も
昔
も
学
生
の
町
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
と
し
て
も
、
昔
は
青
春
の
感
情
が
町
の
両
側
を
う
ず
め
る
洋
服

屋
、
居
酒
屋
、
文
房
具
屋
、
本
屋
、
理
髪
店
、
西
洋
料
理
、
ミ
ル
ク
ホ
ー

ル
、
等
々
の
一
軒
一
軒
に
染
み
つ
い
て
い
た
。
朝
か
ら
夜
ふ
け
る
ま
で
学

生
の
臭
い
が
露
地
の
隅
々
に
ま
で
あ
ふ
れ
て
い
た
の
は
、
日
夜
、
間
断
な

く
校
歌
が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
ゆ
る
や
か
な
偕
調
を
を
伴
っ
て
ひ
び
い
て

き
た
か
ら
で
あ
ら
う
。

そ
の
寄
宿
舎
の
建
物
に
つ
い
て
は
『
私
の
履
歴
書
』（
昭
和
38
年
10
月
　

日

本
経
済
新
聞
社
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

大
学
の
寄
宿
舎
と
い
う
と
、
い
か
に
も
近
代
的
な
装
備
の
あ
る
大
建
築
を

想
像
す
る
の
が
一
応
の
常
識
で
あ
る
が
、
こ
の
寄
宿
舎
と
く
る
と
、
も
う

半
分
以
上
、
朽
廃
し
て
、
屋
台
全
体
が
傾
き
か
か
っ
て
い
る
の
を
、
や
っ

と
外
か
ら
太
い
丸
太
で
支
え
て
い
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
と
く
ら

べ
た
ら
岡
崎
中
学
の
寄
宿
舎
な
ぞ
は
、一
流
の
ホ
テ
ル
と
い
っ
て
も
い
い
。

と
に
か
く
、
私
は
今
ま
で
、
こ
ん
な
ひ
ど
い
ボ
ロ
建
築
を
見
た
こ
と
が
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
、
何
と
な
く
古
色
蒼
然
た
る
梁
山
泊
の
観
が

あ
り
、
学
生
た
ち
の
気
風
に
も
ま
た
、
そ
ん
な
こ
と
を
意
に
介
し
な
い
悠

揚
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
寄
宿
舎
は
、
大
正
六
年
の
学
校
騒
動
と
と

も
に
閉
鎖
さ
れ
た
。

寄
宿
舎
の
生
活
は
「
回
顧
」
（
初
出
不
明
『
文
学
の
零
点
』
昭
和
42
年
8

月
　

永
田
書
房
）
の
中
で
、
政
変
が
起
こ
る
と
寄
宿
舎
に
集
っ
て
内
閣
を
組
閣

し
、
酒
宴
を
始
め
て
外
山
ケ
原
に
出
か
け
、
施
政
方
針
演
説
を
し
て
、
青
春
の

情
熱
の
吐
け
口
を
求
め
た
と
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
も
に
言
っ
て
い

る
。

政
治
専
門
学
校
か
ら
転
化
し
た
だ
け
に
、
早
稲
田
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
発
祥
地

が
政
治
科
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
早
稲
田
特
有
の
校
風
を

つ
く
り
あ
げ
た
も
の
は
、
大
隈
重
信
の
人
間
的
魅
力
で
あ
る
。
そ
の
校
風

の
策
源
地
は
、
専
門
学
校
時
代
か
ら
つ
づ
い
て
い
る
早
稲
田
の
寄
宿
舎
で

あ
っ
た
。（
略
）今
、思
い
出
し
て
も
流
汗
琳
漓
た
る
思
い
出
は
、大
正
五
、六

年
の
頃
、
舎
生
大
会
の
席
上
で
、
思
わ
ず
口
が
す
べ
っ
て
舎
長
の
弾
劾
を

は
じ
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
ん
な
つ
も
り
で
は
な
か
つ
た
の
だ

が
憲
政
擁
護
運
動
の
さ
か
ん
な
頃
で
、
私
は
弾
劾
演
説
の
練
習
ば
か
り
し

て
い
た
…
…

こ
の
中
で
、〈
私
は
弾
劾
演
説
の
練
習
ば
か
り
し
て
い
た
〉と
述
べ
て
い
る
が
、
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四

彼
が
大
学
に
入
学
す
る
と
さ
っ
そ
く
、活
躍
し
た
の
は
雄
弁
会
で
あ
っ
た
。『
早

稲
田
大
学
雄
弁
会
一
〇
〇
年
史
』
（
平
成
14
年
11
月
　

早
稲
田
大
学
雄
弁
会
Ｏ

Ｂ
会
）
〉
に
よ
れ
ば
、
雄
弁
会
は
東
京
専
門
学
校
が
早
稲
田
大
学
に
改
称
さ
れ

た
明
治
三
五
年
一
二
月
に
創
設
さ
れ
、
総
裁
に
大
隈
重
信
総
長
、
会
長
に
安
部

磯
雄
教
授
が
就
任
し
た
。
雄
弁
会
の
最
高
責
任
者
に
大
隈
総
長
を
置
き
、
「
総

裁
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
早
稲
田
に
お
け
る
雄
弁
会
の
立
場
と
位
置
づ
け
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

早
稲
田
の
雄
弁
会
は
多
く
の
政
治
家
、
政
治
評
論
家
、
新
聞
記
者
を
輩
出
し

た
が
、
と
り
わ
け
昭
和
の
時
代
の
末
期
か
ら
平
成
の
時
代
の
初
期
に
か
け
て
、

竹
下
登
、
海
部
俊
樹
、
小
渕
恵
三
、
森
喜
朗
の
歴
代
首
相
が
Ｏ
Ｂ
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
「
早
稲
田
大
学
雄
弁
会
」
が
マ
ス
コ
ミ
で
話
題
に
な
っ
た
の
は
記
憶

に
新
し
く
、
良
く
も
悪
く
も
彼
ら
は
早
稲
田
を
体
現
し
て
い
た
。

年
表
を
見
る
と
第
一
回
の
公
開
演
説
会
が
開
か
れ
た
の
は
明
治
三
七
年
一

月
、
大
隈
総
長
や
高
田
早
苗
学
長
も
登
壇
し
、
雄
弁
会
創
立
の
発
起
人
だ
っ
た

学
生
の
永
井
柳
太
郎
も
演
説
を
し
て
い
る
。
明
治
四
一
年
か
ら
地
方
巡
回
講
演

に
も
出
か
け
、
他
大
学
の
演
説
会
に
も
出
場
し
て
い
た
よ
う
だ
。
尾
崎
士
郎
の

名
前
も
、〈
大
正
5
年
11
月
25
日
、
中
大
演
説
会
（
尾
崎
士
郎
出
場
）〉
と
出
て

い
る
。
こ
の
年
表
を
見
る
と
尾
崎
士
郎
は
早
稲
田
に
入
学
し
て
八
カ
月
後
に
、

早
く
も
存
在
感
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

彼
の
一
文
は
、
「
茫
漠
と
し
た
会
の
存
在
が
権
威
」
（「
五
〇
年
史
」
よ
り
）

と
題
し
て
こ
の
本
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

毎
週
土
曜
日
に
、
練
習
会
が
あ
り
、
正
門
の
左
側
に
あ
っ
た
木
造
2
階
建

の
講
堂
が
会
場
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
組
織
の
主
体
は
政
治
科
の
学
生
で

あ
っ
た
が
、
会
員
は
文
科
、
商
科
…
…
と
広
汎
に
わ
た
っ
て
い
た
、（
略
）

雄
弁
会
は
、
他
の
一
面
、
校
外
の
先
輩
と
校
内
の
後
輩
と
を
つ
な
ぐ
交
遊

機
関
で
あ
り
、
毎
週
土
曜
日
の
夜
ひ
ら
か
れ
る
練
習
会
に
は
、
先
輩
と
し

て
山
森
利
一
、
栗
山
博
、
堀
川
直
吉
、
西
岡
竹
次
郎
等
の
諸
君
が
時
々
顔

を
見
せ
て
い
た
。
毎
年
一
回
、
全
校
の
各
科
か
ら
選
抜
さ
れ
た
代
表
者
の

演
説
大
会
が
あ
り
、
大
会
の
後
に
は
安
部
教
授
を
中
心
と
す
る
審
査
委
員

会
が
開
か
れ
て
、
第
一
位
を
獲
得
し
た
も
の
に
は
、
大
隈
総
長
の
横
顔
を

彫
刻
し
た
「
い
ぶ
し
金
」
の
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
た
。
こ
の
メ
ダ
ル
の
所

持
者
が
誇
と
栄
光
を
感
じ
た
こ
と
は
想
像
に
絶
す
る
も
の
が
あ
る
。

尾
崎
士
郎
は
〈
早
稲
田
ス
ピ
リ
ッ
ト
〉
は
、
政
治
科
が
発
祥
地
で
あ
り
、
寄

宿
舎
が
策
源
地
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
高
揚
さ
せ
た
の
が
雄
弁

会
で
あ
っ
た
と
思
う
。
と
す
れ
ば
、
尾
崎
士
郎
は
ま
さ
に
〈
早
稲
田
ス
ピ
リ
ッ

ト
〉
を
雄
弁
会
で
満
喫
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
尾
崎
士
郎
に
と
っ
て
〈
早
稲
田

ス
ピ
リ
ッ
ト
〉
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
「
早
稲
田
大
学
に
つ
い
て
」
の
中
で

こ
う
説
明
し
て
い
る
。

早
稲
田
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
か
早
稲
田
気
質
と
い
ふ
も
の
は
何
で
あ
る
か
と
い

へ
ば
、
こ
れ
は
、
体
臭
の
し
み
つ
い
た
一
つ
の
空
気
と
い
ふ
べ
き
も
の
で
、

学
校
の
ワ
ク
を
は
な
れ
た
俗
語
を
も
つ
て
分
析
す
れ
ば
、
一
種
の
泥
臭
さ
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五

で
あ
り
、
生
活
に
つ
な
が
る
意
欲
で
あ
り
、
野
生
で
あ
り
、
反
思
想
的
な

人
間
味
で
あ
り
、振
幅
性
の
強
い
親
和
力
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
ら
う
。

　
　

（『
早
稲
田
大
学
』
昭
28
年
10
月
　

文
芸
春
秋
新
社
）

二
、
早
稲
田
の
学
校
騒
動

そ
の
〈
早
稲
田
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
か
早
稲
田
気
質
〉
が
最
も
象
徴
的
に
発
揮
さ

れ
た
の
が
、
ち
ょ
う
ど
尾
崎
士
郎
が
高
等
予
科
か
ら
、
大
学
部
政
治
経
済
学
科

へ
進
学
す
る
時
に
遭
遇
し
た
世
に
い
う
学
校
騒
動
で
あ
る
。
学
校
騒
動
と
い
え

ば
、
例
え
ば
一
九
六
〇
年
の
安
保
闘
争
の
よ
う
に
反
政
府
、
反
体
制
闘
争
や

一
九
七
〇
年
の
大
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
起
こ
し
た
全
共
闘
運
動
を
想
起
し
が

ち
で
あ
る
が
、
こ
の
時
の
早
稲
田
の
学
校
騒
動
は
そ
う
し
た
政
治
運
動
や
学
生

運
動
の
類
で
は
な
い
。
一
言
で
い
え
ば
、
次
期
学
長
を
め
ぐ
っ
て
大
学
当
局
、

教
授
団
、
学
生
、
校
友
や
学
外
の
評
議
員
な
ど
オ
ー
ル
早
稲
田
が
対
立
、
抗
争

を
興
し
た
文
字
通
り
の
お
家
騒
動
で
あ
る
。

学
校
騒
動
は
次
期
学
長
を
め
ぐ
る
抗
争
で
あ
っ
た
と
前
述
し
た
が
、
具
体
的

に
い
え
ば
学
長
の
任
期
が
八
月
で
満
了
す
る
天
野
為
之
に
退
陣
を
求
め
、
後
任

に
前
学
長
の
高
田
早
苗
を
担
ぎ
出
そ
う
と
す
る
声
が
、
教
授
や
校
友
の
間
か
ら

起
こ
り
、
天
野
の
留
任
を
支
持
す
る
者
と
の
間
で
、
激
し
い
抗
争
が
展
開
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
だ
。

天
野
為
之
も
高
田
早
苗
も
東
京
専
門
学
校
以
来
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
が
、
高

田
は
明
治
四
〇
年
に
総
長
、
学
長
制
を
施
行
し
た
時
に
初
代
学
長
に
就
任
し
、

大
隈
重
信
が
内
閣
を
組
閣
し
た
際
に
文
相
と
し
て
入
閣
（
大
正
4
年
8
月
）
す

る
ま
で
学
長
を
務
め
た
。
そ
の
後
任
に
就
任
し
た
の
が
天
野
で
あ
る
。
し
か
し
、

大
正
五
年
一
〇
月
、
大
隈
内
閣
が
総
辞
職
し
寺
内
正
毅
内
閣
が
成
立
す
る
と
、

高
田
も
文
相
の
地
位
を
失
っ
た
こ
と
か
ら
、
天
野
学
長
に
反
感
や
不
満
を
持
つ

者
た
ち
が
高
田
擁
立
の
声
を
あ
げ
た
。

騒
動
の
発
端
は
『
早
稲
田
大
学
八
十
年
誌
』
に
よ
れ
ば
、
大
正
六
年
一
月
の

維
持
員
会
で
臨
時
学
制
調
査
委
員
会
の
設
置
を
討
議
し
た
際
に
、
天
野
学
長
案

が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
。
数
回
の
討
議
の
末
、
六
月
の

臨
時
維
持
員
会
で
高
田
前
学
長
に
諸
規
定
の
改
正
立
案
を
委
任
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
こ
と
が
、
天
野
を
刺
激
し
、
天
野
派
の
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
と
記
し
て

い
る
。

事
実
、
大
正
6
年
6
月
23
日
付
の
東
京
日
日
新
聞
が
「
早
大
学
長
は
誰
れ
／

天
野
学
長
は
辞
任
し
／
高
田
博
士
は
後
任
を
拒
絶
す
／
学
制
は
如
何
に
改
革
さ

れ
る
」と
報
道
し
た
こ
と
で
、
早
稲
田
の
学
長
問
題
が
表
面
化
し
世
間
に
知
れ
、

問
題
を
大
き
く
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

尾
崎
士
郎
は
学
校
騒
動
に
学
生
の
立
場
で
か
か
わ
っ
て
活
躍
し
た
が
、
そ
の

顛
末
を
自
ら
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
正
六
年
の
早
稲
田
騒
動
は
、
最
初
銅
像
問
題
と
い
ふ
単
純
素
朴
、
と
い

ふ
よ
り
も
む
し
ろ
児
戯
に
類
す
る
が
ご
と
き
動
機
に
端
を
発
し
て
ゐ
な
が

ら
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
再
転
し
て
学
長
問
題
と
結
び
つ
き
、
更
に
三
転

し
て
学
制
改
革
の
目
標
が
表
面
へ
う
か
び
あ
が
り
、
そ
れ
が
外
部
の
政
治
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的
勢
力
に
よ
つ
て
支
へ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
て
、
も
は
や
、
学
生
だ
け
の

問
題
で
も
な
け
れ
ば
、
教
授
の
問
題
で
も
な
く
、
学
校
内
部
の
問
題
で
も

な
く
な
っ
て
し
ま
つ
た
。

　

（
「
早
稲
田
大
学
に
つ
い
て
」
前
出
）

尾
崎
は
こ
こ
で
〈
銅
像
問
題
〉
に
端
を
発
し
た
と
書
い
て
い
る
が
、
続
け
て

〈
私
は
そ
の
銅
像
問
題
だ
け
に
お
け
る
首
謀
者
の
一
人
で
あ
つ
た
〉
と
述
べ
て

い
る
。
銅
像
問
題
と
い
う
の
は
大
隈
総
長
夫
人
の
銅
像
建
設
反
対
運
動
の
こ
と

で
、『
早
稲
田
大
学
八
十
年
誌
』
に
は
載
っ
て
い
な
い
が
、「
人
生
劇
場
」
に
は

そ
の
様
子
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
実
は
学
校
騒
動
の
こ
と
が
報
道
さ
れ
始
め
た

さ
な
か
、
東
京
日
日
新
聞
（
大
正
6
年
9
月
6
日
）
に
銅
像
問
題
に
ふ
れ
た
記

事
が
出
て
い
る
。

そ
の
記
事
に
よ
る
と
、
大
正
天
皇
即
位
の
大
典
に
総
理
の
大
隈
と
文
相
高
田

が
列
席
し
、
大
学
で
も
慶
祝
行
事
を
行
っ
た
が
、
そ
の
時
の
総
長
夫
人
の
御
大

礼
袴
姿
の
銅
像
を
校
内
に
建
て
る
話
が
進
み
、
具
体
化
し
た
。
そ
の
こ
と
を
か

ぎ
つ
け
た
学
生
が
騒
ぎ
出
し
、
建
設
中
の
銅
像
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
時
に
大

正
五
年
一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
「
人

生
劇
場
」
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
時
期
的
に
も
内
容
的
に
も
総
長
夫
人
の
銅
像
建
設
問
題
は
、
学
校

騒
動
の
核
心
で
あ
る
学
長
問
題
と
は
直
接
的
な
関
係
は
な
い
。
し
か
し
、
大
勢

の
学
生
を
騒
動
に
駆
り
立
て
、
そ
の
ム
ー
ド
が
学
校
騒
動
に
結
び
つ
い
て
行
っ

た
と
す
れ
ば
、
尾
崎
士
郎
が
言
う
よ
う
に
、
学
校
騒
動
は
銅
像
問
題
に
端
を
発

し
た
と
い
え
な
く
も
な
か
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
学
長
問
題
が
大
学
の
内
外
に
波
及
し
、
大
騒
動
と
な
っ

て
い
っ
た
の
は
東
京
日
日
新
聞
が
報
道
し
た
六
月
二
三
日
以
降
で
あ
る
。
六
月

二
九
日
に
は
校
友
や
学
生
有
志
が
大
学
近
く
の
矢
来
倶
楽
部
に
集
ま
り
、
天
野

学
長
の
留
任
を
求
め
る
集
会
を
開
い
た
と
東
京
日
日
新
聞
（
大
正
6
年
6
月
30

日
）
は
伝
え
て
い
る
。
こ
う
な
る
と
当
事
者
の
天
野
学
長
も
頑
な
に
な
り
、〈
大

隈
総
長
遂
に
乗
出
す
／
早
大
の
学
長
問
題
益
々
紛
糾
／
維
持
員
会
は
高
田
博
士

推
薦
／
天
野
学
長
飽
迄
辞
職
せ
ず
〉（
同
前
大
正
6
年
7
月
30
日
）
と
い
う
事

態
と
な
っ
た
。

膠
着
状
態
が
続
く
な
か
で
、
学
外
の
評
議
員
会
も
東
京
に
集
ま
っ
て
全
国
大

会
を
開
き
、夏
休
み
で
帰
省
し
て
い
た
学
生
も
、色
々
な
学
生
団
体
を
結
成
し
、

天
野
派
は
早
大
革
新
運
動
本
部
を
立
ち
あ
げ
て
気
勢
を
あ
げ
た
。
天
野
派
の
中

心
人
物
は
東
洋
経
済
新
報
の
石
橋
湛
山
。雄
弁
会
Ｏ
Ｂ
の
最
初
の
首
相
で
あ
る
。

尾
崎
士
郎
は
天
野
派
の
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
は
新
聞
に

彼
の
名
前
が
頻
繁
に
登
場
す
る
こ
と
が
物
語
っ
て
い
る
。

学
校
騒
動
の
ヤ
マ
場
は
、
八
月
末
日
に
天
野
学
長
と
一
部
の
理
事
の
任
期
が

満
了
と
な
っ
た
の
を
機
に
、
四
人
の
理
事
が
選
ば
れ
、
新
体
制
が
文
部
省
に
許

可
さ
れ
る
ま
で
理
事
の
一
人
が
学
長
代
行
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
時
で
あ

る
。
新
理
事
会
は
永
井
柳
太
郎
ら
五
名
の
教
授
の
解
任
、
六
名
の
学
生
の
退
学

処
分
、
一
五
名
の
学
生
の
父
兄
召
喚
を
決
定
し
た
。
尾
崎
士
郎
も
一
五
名
の
父

兄
召
喚
の
一
人
で
あ
っ
た
。
処
分
は
九
月
四
日
に
発
せ
ら
れ
た
が
、
父
兄
召
喚

処
分
を
受
け
た
一
五
名
の
う
ち
尾
崎
士
郎
ら
一
一
名
の
学
生
は
父
兄
を
伴
わ
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七

ず
、
彼
ら
の
み
で
五
日
に
二
人
の
理
事
を
訪
ね
た
。

そ
の
模
様
を
都
新
聞
は
〈
学
生
の
尾
崎
君
は
憤
怒
し
な
が
ら
曰
く
…
…
〉（
大

正
6
年
9
月
6
日
）
と
名
前
を
あ
げ
て
報
じ
て
い
る
。
当
日
は
午
後
六
時
か
ら
、

校
友
や
学
生
有
志
の
革
新
派
が
八
千
代
倶
楽
部
で
、
早
大
新
理
事
反
対
演
説
会

を
開
い
た
が
、
こ
の
演
説
会
で
、〈
理
事
と
の
会
見
の
顛
末
を
尾
崎
君
は
語
り

…
…
〉
と
も
伝
え
て
い
る
。

学
校
騒
動
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、新
学
期
が
始
ま
る
九
月
一
二
日
だ
っ
た
。

前
日
の
九
月
一
一
日
に
評
議
員
会
や
教
授
団
の
決
議
が
行
わ
れ
た
が
、
圧
巻
は

早
稲
田
劇
場
で
午
後
五
時
か
ら
開
か
れ
た
学
生
大
会
だ
。
都
新
聞
（
大
正
6
年

9
月
12
日
）
に
よ
れ
ば
、
〈
定
刻
前
よ
り
学
生
其
他
三
千
五
百
名
参
集
し
立
錐

の
余
地
だ
に
無
し
〉
の
状
態
で
、〈
早
稲
田
神
楽
坂
両
署
の
警
官
殆
ど
総
出
〉だ
っ

た
と
い
う
。

こ
の
物
々
し
い
光
景
の
中
で
〈
牛
島
氏
先
ず
開
会
の
辞
を
述
べ
次
で
尾
崎
、

多
門
、
石
橋
…
…
〉
の
各
委
員
は
〈
順
次
登
壇
し
て
母
校
の
た
め
熱
烈
の
弁
を

揮
ひ
喝
采
を
博
す
〉
と
記
事
は
続
け
て
い
る
。
こ
の
大
会
で
三
人
の
理
事
が〈
早

稲
田
大
学
と
の
関
係
を
絶
対
に
絶
つ
に
至
る
ま
で
は
同
盟
休
校
〉
す
る
こ
と
を

決
議
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
三
理
事
は
辞
職
し
な
か
っ
た
か
ら
、
学
生
た

ち
は
大
学
に
移
動
し
、
大
講
堂
な
ど
を
占
居
し
て
立
籠
っ
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
九
月
一
二
日
。
都
新
聞
は
、〈
早
大
幹
部
の
総
辞
職
／
後

継
幹
部
は
教
授
団
と
評
議
員
会
／
学
生
団
学
校
を
占
領
す
〉
の
見
出
し
の
も
と

に
、
当
日
の
様
子
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

十
二
日
の
早
朝
、
早
稲
田
大
学
の
門
柱
に
は
「
全
生
徒
同
盟
休
校
」
と
云

ふ
張
紙
が
生
徒
ら
の
手
で
貼
ら
れ
た
、
門
扉
は
ぴ
た
り
と
閉
さ
れ
て
僅
か

に
通
用
門
が
半
開
き
に
し
て
あ
る
ば
か
り
、
学
生
の
大
多
数
は
前
夜
来
大

講
堂
に
立
籠
も
つ
て
事
務
さ
へ
も
生
徒
ら
の
手
に
奪
つ
て
居
た
。（
略
）

学
生
等
は
早
稲
田
全
町
の
電
柱
と
云
は
ず
家
々
の
破
目
板
と
云
は
ず
土
塀

板
塀
な
ど
の
隅
々
へ
「
全
校
同
盟
休
業
す
生
徒
は
直
に
学
校
大
講
堂
へ
集

ま
れ
」
と
云
ふ
意
味
の
張
紙
を
し
た
。
そ
し
て
大
講
堂
で
は
演
説
を
交
る

交
る
し
て
居
る
処
へ
評
議
員
の
野
間
五
造
氏
が
来
て
生
徒
の
代
表
者
に
向

ひ
調
停
の
余
地
は
無
い
か
と
尋
ね
た
、
生
徒
は
余
地
は
無
い
と
答
へ
た

…
… 

（
大
正
6
年
9
月
13
日
）

ち
な
み
に
同
日
の
東
京
朝
日
新
聞
の
見
出
し
は

早
大
無
政
府
／
六
理
事
引
責
／
革
新
団
大
學
全
部
を
占
領
／
登
校
の
教
授

を
追
払
う

と
あ
り
、
東
京
日
日
新
聞
に
は

校
門
を
鎖
す
／
白
薔
薇
を
与
へ
て
／
学
生
を
強
要
す

と
い
っ
た
見
出
し
も
見
ら
れ
る
。
大
学
を
占
拠
し
た
の
は
、
革
新
団
を
結
成

し
て
い
た
天
野
派
で
、
む
ろ
ん
尾
崎
士
郎
も
前
述
の
通
り
天
野
派
と
し
て
行
動
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し
た
。「
天
野
学
長
は
政
治
性
を
伴
は
ぬ
純
無
垢
な
学
究
の
徒
で
、
私
ご
と
と

い
う
べ
き
も
の
が
な
く
、
そ
の
上
に
名
利
に
活
淡
」
と
評
し
、
「
天
野
学
長
に

野
心
と
人
間
的
魅
力
が
あ
っ
た
な
ら
」
（
略
）
対
社
会
的
波
紋
は
一
層
大
き
く

広
が
っ
た
で
あ
ろ
う
」
（「
早
稲
田
大
学
に
つ
い
て
」）
と
言
っ
て
い
る
。

こ
の
大
学
占
居
も
三
日
目
に
は
正
力
松
太
郎
方
面
監
察
官
が
仲
介
し
、
大
学

占
居
の
指
揮
を
と
っ
て
い
た
石
橋
湛
山
も
了
承
し
て
、
城
を
明
け
渡
し
た
。

一
〇
日
間
の
休
校
措
置
を
と
っ
た
大
学
当
局
も
、
九
月
二
二
日
か
ら
授
業
を
開

始
し
て
学
校
騒
動
も
幕
を
閉
じ
た
。

大
学
当
局
は
平
沼
淑
郎
を
新
た
に
理
事
に
選
任
し
、
彼
を
代
表
理
事
・
学
長

代
行
に
選
び
、
一
年
後
の
大
正
七
年
一
〇
月
、
正
式
に
学
長
に
就
任
し
た
。
そ

の
年
の
一
二
月
に
「
大
學
令
」
が
新
し
く
公
布
さ
れ
、
こ
の
「
大
學
令
」
に
も

と
ず
く
大
学
の
設
立
の
準
備
を
進
め
、
大
正
九
年
二
月
に
認
可
さ
れ
、
名
実
と

も
に
早
稲
田
大
学
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
を
機
に
高
等
予
科
が
廃
止
さ
れ
、
高
等

学
院
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
だ
。

〈
し
か
し
、
新
し
く
形
を
整
へ
た
早
稲
田
大
学
に
は
、
も
は
や
私
た
ち
の
魅

力
の
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
は
な
か
つ
た
〉〈
も
し
、
早
稲
田
ス
ピ
リ
ツ
ト
と

か
早
稲
田
気
質
と
か
い
ふ
も
の
に
愛
着
を
か
ん
ず
る
人
た
ち
が
ゐ
る
と
し
た
ら

（
私
も
ま
ち
が
い
な
く
そ
の
一
人
で
あ
る
が
）
早
稲
田
大
学
は
大
正
六
年
の
学

校
騒
動
を
限
界
と
し
て
滅
び
た
と
い
ふ
意
見
に
共
感
の
意
を
表
し
て
く
れ
る
で

あ
ら
う
）
〉
（
「
早
稲
田
大
学
に
つ
い
て
）
」
。

学
校
騒
動
が
終
焉
し
た
大
正
六
年
九
月
、
大
学
部
部
政
治
経
済
学
科
へ
進
学

し
た
が
、
大
正
八
年
一
月
、〈
長
期
欠
席
〉
で
除
名
さ
れ
た
。

三
、
さ
ら
ば
早
稲
田
大
学

学
校
騒
動
後
に
新
し
く
形
を
整
え
て
生
れ
変
っ
た
早
稲
田
大
学
に
は
、
〈
も

は
や
私
た
ち
の
魅
力
の
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
は
な
か
つ
た
〉
と
す
れ
ば
、
次

に
尾
崎
士
郎
が
魅
力
を
感
じ
て
向
か
っ
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か―

。
手

許
に
内
務
省
警
保
局
の
極
秘
文
書
『
特
別
要
視
察
人
状
勢
一
班
』
の
復
刻
版
（
近

代
日
本
史
料
研
究
会
編
　

明
治
文
献
資
料
刊
行
会
　

年
月
不
詳
）
が
あ
る
が
、

こ
こ
に
は
各
地
に
お
け
る
特
別
要
視
察
人
の
最
近
の
言
動
や
組
織
の
活
動
が

載
っ
て
い
る
。

そ
の
〈
第
八
〉（
大
正
七
年
五
月
一
日
調
）
の
、
内
地
在
住
者
の
「
東
京
」

の
項
に
尾
崎
士
郎
の
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
。

（
Ｐ
）尾
崎
士
郎（
大
正
六
年
十
二
月
二
十
四
日
　

特
別
要
視
察
人
ニ
編
入
）

ハ
時
々
演
説
会
ニ
出
席
シ
民
主
思
想
ノ
勃
興
ハ
自
然
ノ
超
勢
ナ
ル
ヲ
説
キ

選
挙
権
ノ
拡
張
ヲ
要
求
ス
ル
ノ
言
ヲ
吐
ケ
リ
本
人
ハ
全
国
青
年
学
生
急
進

団
ノ
主
催
に
依
リ
大
正
七
年
二
月
二
日
午
後
一
時
日
比
谷
公
園
ニ
開
催
ノ

筈
ナ
リ
閥
族
撲
滅
全
国
青
年
大
会
（
開
会
前
所
轄
署
ニ
於
テ
中
止
ヲ
命
シ

タ
リ
）
ニ
参
加
シ
不
穏
ノ
挙
ニ
出
テ
ン
ト
セ
ル
行
動
ア
リ
同
日
未
明
ヨ
リ

牛
込
神
楽
坂
警
察
署
ニ
検
挙
セ
ラ
レ
タ
リ
本
人
ハ
又
同
年
四
月
七
日
大
杉

栄
ノ
計
画
ニ
依
リ
開
催
シ
タ
ル
露
国
革
命
記
念
会
Ｂ
（
Ｃ
ノ
記
事
第
五
項

参
照
）
ノ
開
会
通
知
書
ニ
世
話
人
ノ
一
人
ト
シ
テ
記
名
セ
リ
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（
都
築
久
義
）

九

ち
な
み
に
こ
こ
に
載
っ
て
い
る
の
は
、
堺
利
彦
や
大
杉
栄
ら
一
七
名
で
、
尾

崎
士
郎
は
一
六
番
目
に
出
て
い
る
。
実
は
別
の
記
事
に
も
、
尾
崎
士
郎
の
名
前

が
登
場
す
る
。
「
三
　

普
通
選
挙
運
動
ト
要
視
察
人
　

（
イ
）
普
通
選
挙
同
盟
会

（
東
京
）」
に
関
す
る
記
事
の
中
だ
。

大
正
七
年
一
月
二
十
日
頃
ヨ
リ
二
月
二
十
日
迄
ノ
問
ニ
於
テ
市
内
各
所
ニ
普

通
選
挙
運
動
ヲ
目
的
ト
ス
ル
コ
ト
ゝ
シ
第
一
回
ハ
神
田
区
美
土
代
町
青
年
会
館

ニ
於
テ
ス
ル
コ
ト
演
説
主
任
ヲ
藤
田
貞
二
、
北
原
龍
雄
ト
シ
尚
累
ニ
早
稲
田
大

学
紛
争
事
件
ニ
関
シ
退
学
処
分
ヲ
受
ケ
タ
ル
学
生
数
名
〈
該
学
生
中
ニ
茂
木
久

平
及
尾
崎
士
郎
（
大
正
六
年
十
二
月
二
十
四
日
　

特
別
要
視
察
人
ニ
編
入
）
ア

リ
〉）
ヲ
加
フ
ル
コ
ト

「
普
通
選
挙
同
盟
会
」
と
い
う
の
は
、
松
尾
尊
允
の
「
普
通
選
挙
運
動
の
史

的
考
察
」（『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
研
究
』
一
九
六
六
年
八
月
　

青
木
書
店
）

に
よ
れ
ば
、
医
師
で
あ
る
加
藤
時
次
郎
が
中
心
に
な
っ
て
結
成
し
た
普
通
選
挙

運
動
再
興
の
組
織
で
あ
る
。
大
正
六
年
一
二
月
六
日
に
加
藤
時
次
郎
宅
に
堺
利

彦
ら
一
九
名
が
集
ま
り
、
運
動
方
法
な
ど
を
協
議
し
、
こ
の
会
合
に
尾
崎
士
郎

も
参
加
し
て
い
る
。
こ
こ
で
演
説
会
の
開
催
や
請
願
デ
モ
の
こ
と
を
話
合
い
、

第
一
回
演
説
会
を
大
正
七
年
一
月
二
四
日
に
開
く
こ
と
や
二
月
九
日
に
国
会
に

請
願
デ
モ
を
行
う
こ
と
を
決
め
た
。

し
か
し
、
演
説
会
の
前
日
に
加
藤
時
次
郎
が
当
局
に
召
喚
さ
れ
、
演
説
会
の

禁
止
を
申
し
渡
さ
れ
る
と
、
加
藤
は
普
通
選
挙
運
動
か
ら
身
を
引
い
て
し
ま
っ

た
。
尾
崎
士
郎
ら
の
若
手
は
加
藤
が
身
を
引
い
た
こ
と
を
な
じ
っ
て
運
動
を
継

続
し
よ
う
と
し
た
が
、
実
現
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
尾
崎
士
郎
は
前
引
の
よ
う

に
、
二
月
二
日
の
「
閥
族
撲
滅
全
国
青
年
大
会
」
に
参
加
し
て
神
楽
坂
警
察
署

に
検
挙
さ
れ
、
北
原
龍
雄
ら
も
請
願
デ
モ
の
前
日
に
検
挙
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

尾
崎
士
郎
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
雑
誌
『
第
三
帝
国
』
を
中
学
時
代
に
購
読
し
、

投
稿
も
し
て
い
た
こ
と
や
、
『
世
界
之
日
本
』
の
「
選
挙
権
は
如
何
に
拡
張
す

べ
き
乎
」
の
懸
賞
に
応
募
し
て
三
位
に
入
賞
し
た
こ
と
な
ど
を
想
起
す
れ
ば
、

早
く
か
ら
普
通
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
、
学
校
騒
動
後
は
普

通
選
挙
同
盟
会
に
か
か
わ
り
、
い
よ
い
よ
実
践
運
動
に
身
を
投
じ
て
い
っ
た
の

も
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

普
通
選
挙
同
盟
会
を
率
い
て
い
た
の
は
加
藤
時
次
郎
で
あ
る
が
、
こ
の
同
盟

会
は
売
文
社
の
堺
利
彦
も
深
く
関
係
し
て
い
た
か
ら
売
文
社
に
頻
繁
に
出
入
り

し
て
い
る
尾
崎
士
郎
が
、
売
文
社
が
ら
み
で
も
こ
の
組
織
と
関
係
を
持
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
尾
崎
士
郎
は
ま
た
上
京
す
る
と
売
文

だ
け
で
な
く
、

前
述
の
『
世
界
之
日
本
』
の
主
宰
者
橋
本
徹
馬
も
訪
ね
、親
交
を
深
め
て
い
る
。

も
っ
と
も
同
誌
は
大
正
五
年
三
月
に
『
一
大
帝
国
』
に
誌
名
を
変
え
、
立
憲
青

年
党
の
再
興
を
企
て
、
同
党
の
機
関
誌
と
な
っ
て
い
た
。
尾
崎
が
訪
ね
た
の
は

大
正
六
年
一
月
の
新
年
会
で
、
そ
の
場
で
『
一
大
帝
国
』
の
記
者
と
し
て
入
社

し
、大
正
六
年
三
月
号
『
一
大
帝
国
』
に
「
入
社
に
臨
み
て
」
を
書
い
て
い
る
。

橋
本
さ
ん
は
来
い
と
い
ふ
。
声
に
応
じ
て
自
分
は
行
か
う
と
答
へ
た
。
其
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一
〇

処
に
は
何
の
契
約
も
な
け
れ
ば
、
何
の
難
づ
か
し
い
交
渉
も
無
い
。
私
と

橋
本
さ
ん
の
関
係
は
単
に
私
が
一
大
帝
国
記
者
と
な
る
こ
と
に
依
て
、
よ

り
濃
厚
に
も
な
ら
な
け
れ
ば
、
よ
り
稀
薄
に
も
な
ら
な
い
。
私
は
橋
本
さ

ん
を
知
る
事
古
き
者
で
あ
る
。
同
時
に
又
深
き
者
で
あ
る
。

尾
崎
は
『
一
大
帝
国
』
の
記
者
と
し
て
入
社
し
て
い
る
が
、
大
正
六
年
五
月

号
に
「
民
軍
凋
落
の
教
訓―
選
挙
権
拡
張
の
急
務
を
論
ず
」
他
一
本
と
、

一
一
月
号
の
二
本
だ
け
で
入
社
当
初
は
あ
ま
り
書
い
て
い
な
い
。
む
し
ろ
彼
は

得
意
の
演
説
会
で
活
躍
し
て
い
る
様
子
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
誌
を
通
覧
し

て
目
を
引
い
た
の
は
大
正
六
年
九
月
号
の
「
編
集
室
よ
り
」
に
〈
同
人
尾
崎
士

郎
は
目
下
放
浪
中
〉
と
い
う
記
事
だ
。
学
校
騒
動
の
渦
中
で
奔
走
し
て
い
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

学
校
騒
動
も
終
っ
た
大
正
七
年
に
な
る
と
、
一
月
か
ら
四
月
ま
で
毎
号
執
筆

し
、
五
月
か
ら
八
月
ま
で
は
載
っ
て
お
ら
ず
、
九
月
か
ら
一
一
月
ま
で
再
び
、

登
場
す
る
。
し
か
し
そ
の
後
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
し
大
正
七
年
以
後
は
、

「
小
説
・
白
日
の
下
に
生
き
て
（
其
一
）」
と
い
っ
た
題
名
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ

う
に
、
政
治
か
ら
の
離
脱
を
示
唆
す
る
文
章
を
書
い
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
尾
崎
士
郎
は
学
校
騒
動
後
は
、
大
学
部
政
治
経
済
学
科

に
進
学
し
た
も
の
の
、『
特
別
要
視
察
人
状
勢
一
班
』
が
示
す
通
り
、
演
説
会

に
出
て
は
〈
選
挙
権
ノ
拡
張
ヲ
要
求
ス
ル
ノ
言
ヲ
〉
吐
い
て
検
挙
さ
れ
た
り
、

大
杉
栄
が
企
画
し
た
〈
露
国
革
命
記
念
会
〉の
世
話
人
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、

特
別
要
視
察
人
と
し
て
目
を
つ
け
ら
れ
る
ほ
ど
過
激
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
そ
ん
な
矢
先
の
大
正
七
年
六
月
二
二
日
、
生
家
の
三
等
郵
便
局
の

跡
を
継
ぎ
、
尾
崎
士
郎
に
も
送
金
を
し
て
く
れ
て
い
た
長
兄
が
ピ
ス
ト
ル
自
殺

す
る
と
い
う
一
大
事
件
が
起
き
た
。
郵
便
局
の
公
金
横
領
の
罪
を
負
っ
て
の
自

殺
で
あ
っ
た
か
ら
、
生
家
が
崩
壊
し
た
だ
け
で
な
く
、
尾
崎
家
は
故
郷
・
横
須

賀
村
を
追
わ
れ
て
し
ま
い
、
遺
さ
れ
た
一
家
は
東
京
へ
の
移
住
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
「
人
生
劇
場
」
で
は
、
父
・
瓢
太
郎
が
商
売
に
行
き
詰
ま
っ
て
、
ピ
ス

ト
ル
自
殺
を
す
る
話
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
実
に
は
兄
が
自
殺
し
、
村
を
去
っ

て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

『
特
別
要
視
察
人
状
勢
一
班
』
（
前
出
）
に
は
、
大
正
七
年
七
月
か
ら
九
月
に

か
け
て
全
国
で
起
こ
っ
た
米
騒
動
に
関
連
し
て
、
尾
崎
士
郎
も
検
挙
さ
れ
た
こ

と
が
載
っ
て
い
る
。

東
京
在
住
要
視
察
人
ニ
シ
テ
騒
動
事
件
ニ
関
与
ノ
処
ア
リ
ト
認
メ
行
政
執

行
法
第
一
条
ニ
依
リ
警
視
庁
ニ
於
テ
臨
機
検
挙
処
分
ニ
付
シ
（
略
）
大
正

七
年
八
月
一
四
日
以
降
連
続
処
分
ニ
付
シ
同
十
六
日
解
除

と
あ
る
が
、
兄
の
自
殺
で
帰
郷
し
、
身
辺
は
そ
の
こ
と
に
追
わ
れ
て
い
た
は
ず

だ
か
ら
、
米
騒
動
に
か
か
わ
っ
て
い
る
気
分
に
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

兄
の
自
殺
と
生
家
の
崩
壊
と
い
う
身
辺
事
情
が
あ
っ
て
、
米
騒
動
に
か
か
わ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
送
金
が
途
絶
え
て
自
活
の
道
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
彼
も

「
月
給
生
活
」
を
始
め
た
と
「
新
聞
記
者
」
で
語
っ
て
い
る
。
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早
稲
田
の
青
春
　

（
都
築
久
義
）

一
一

僕
に
も
月
給
生
活
の
経
験
が
あ
る
。
（
略
）
最
初
は
「
東
洋
経
済
新
報
」

で
こ
れ
は
郷
里
で
兄
が
ピ
ス
ト
ル
自
殺
を
し
た
た
め
に
一
家
離
散
の
悲
運

に
あ
ひ
、
そ
の
頃
早
稲
田
大
学
の
学
生
だ
つ
た
が
、
学
資
が
つ
づ
か
な
く

な
つ
た
の
を
学
校
騒
動
で
知
合
ひ
に
な
つ
た
石
橋
湛
山
氏
が
同
情
し
て
、

午
後
の
二
、
三
時
間
だ
け
出
社
し
て
金
二
十
円
の
支
給
を
う
け
る
こ
と
に

な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
せ
い
ぜ
い
半
年
く
ら
い
で
あ
つ
た
。
そ
の
金

は
結
局
一
文
も
月
謝
に
な
ら
な
な
か
つ
た
が
、
あ
る
と
き
病
気
と
称
し
て

社
を
数
日
間
や
す
み
、
流
連
荒
亡
の
あ
げ
く
、
退
社
し
、
次
に
売
文
社
に

〈
月
給
三
十
円
〉
で
入
社
し
た

（「
新
聞
記
者
」
初
出
不
明
　

随
筆
集
『
牛
刀
』
昭
和
11
年
6
月
　

竹
村
書
房
）

と
あ
る
。
た
だ
し
尾
崎
士
郎
が
売
文
社
に
「
月
給
社
員
」
と
し
て
入
社
し
た

の
は
、
大
正
七
年
一
〇
月
の
頃
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
東
洋
経
済
新
報
へ
の
入

社
と
退
社
の
時
期
に
は
記
憶
の
誤
り
か
、
事
実
の
誤
認
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

売
文
社
は
堺
利
彦
、
山
川
均
、
高
畠
素
之
の
三
人
の
幹
部
を
中
心
に
経
営
さ

れ
、
若
い
社
員
が
六
人
ほ
ど
い
て
、
尾
崎
士
郎
と
早
稲
田
以
来
の
親
友
で
あ
る

茂
木
久
平
が
一
緒
に
入
社
し
た
。
尾
崎
は
入
社
す
る
と
さ
っ
そ
く
機
関
誌
『
新

社
会
』
に
執
筆
し
て
い
る
。
大
正
八
年
一
月
号
に
「
禿
頭
と
香
典
」
、「
学
者
の

迷
論
」、
二
月
号
に
「
黎
明
会
聴
講
の
記
」、「
人
物
論
讃
」、
三
月
号
に
「
社
会

主
義
の
君
主
と
民
主
」
「
普
通
選
挙
運
動
語
録
」
な
ど
を
書
い
て
存
在
感
を
現

し
た
。

と
こ
ろ
が
尾
崎
士
郎
が
売
文
社
で
頭
角
を
表
し
始
め
た
大
正
八
年
三
月
、
売

文
社
は
堺
利
彦
、
山
川
均
と
高
畠
素
之
が
運
動
論
を
め
ぐ
っ
て
分
裂
す
る
。
高

畠
は
国
家
社
会
主
義
の
旗
揚
げ
を
し
、
尾
崎
士
郎
、
茂
木
久
平
、
北
原
龍
雄
、

遠
藤
友
四
郎
ら
が
追
随
し
た
。
こ
れ
を
機
に
尾
崎
士
郎
も
し
だ
い
に
社
会
主
義

と
社
会
主
義
運
動
に
疑
問
を
抱
き
始
め
、
政
治
か
ら
離
れ
て
行
っ
た
。

「
人
生
劇
場
の
青
春
篇
」
は
早
稲
田
騒
動
の
こ
と
を
中
心
に
描
い
て
い
て
、

彼
自
身
の
そ
の
後
の
社
会
主
義
運
動
や
売
文
社
の
活
動
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い

な
い
。
尾
崎
士
郎
に
と
っ
て
「
青
春
」
は
早
稲
田
で
あ
っ
て
政
治
運
動
で
は
な

か
っ
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。
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